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の関係を探り， in vivo に於ける濃染細胞発現の機序とその意義ならびに濃染と萎縮の問題にも検討
を加えんとしたのが，本研究の目的である口
〔方法並びに成績〕
体重 2.2 ，_，3 kg の雄性家兎 (39羽)を 2 群に分ち， 1 群は (25羽)固定染色標本とし，他 (14羽)は新鮮
凍結切片とし酵素活性を観察した。動物は全てネンブターノレ (30 mg/Kg) 麻酔下にー側の大腿動脈よ
り血圧を描写しながら他側の動脈より採血，正常血圧 (90 mm，_，100mmHg) の%， Ya, %に保ち各々
適当な時間 (15分-200分)生存せしめ，固定標本の為には Orth 氏液を生体注入の後， Rossman 氏液
で固定し， 10μ の連続パラフイン切片とし， Gallocyanin 染色， PAS，染色 Tetrazonium結合反応(蛋
白染色)， H-E染色， RNase， α- ，ß-amylase 消化を行ない，相隣る切片で同一ω細胞を異なる染色で観
察した。新鮮凍結切片の為には，断頭，摘出後直ちにドライアイスにて凍結，クリオスットで 20μ の
切片として，コハク酸脱水素酵素 (SD)，ア jレドラーゼ， (Ald) ，乳酸脱水素酵素 (LD) ， グノレコースー





観察は主に三叉神経中脳路核 (N. V. m.)，橋網様体核 (N. R. P.)，迷走神経背側核 (N. X. d.) 及び
大脳皮質について行なった。
(正常動物脳所見) N. V. m. には大，中，小型の 3 種類の細胞が存在する。濃染する Nissl 小体が密
につまり，小体聞の細胞質も濃染しかっエオジン好性を示す小型濃染細胞は， PAS 強度陽性であり
若干の glycoprotein を含む。中型細胞は中等量Gを含み，大型淡染細胞は小量Gを含むか陰性であ
る o Pl・ase 活性は大型は陰性，中型は強陽性，小型は陽性又は微弱であり， G6PD は大型は弱く小型
程強く，逆に SD， Ald, LD は小型程弱い口
N.R.P. の大型星状細胞は 4 型に分類できる o 1 型:もっとも大型細胞で PAS 陰性， Nissl 小体は淡
染する。 II型:細胞膜周囲に頼粒状Gが存在し，細胞膜に接近した Nissl 小体が濃染する。1II型:細
胞内に中等量から多量のGを有し， Nissl 小体は濃染するものが多く，細胞はや〉小さい。町型:強度
PAS 陽性で極端なものは，大部分を glycoprotein により，細胞は萎縮し， Nissl 小体と小体間細胞質，
核質は濃染し，強いエオジン好生を示す。 Pl・ase は中型にもっとも強く，大，小型共に弱く， G6PD 




間Gは減少し， Pl-ase の活性は上昇する。 N. V.m. は貧血によって細胞内G と Pl・ase 活性が上昇し，
SD, G6PD の変化は少なく，濃染性はや〉強まる程度である。
N.R. P. は著明な変化をたどる。短時間では E型細胞が多く，長時間経ると1II--町型細胞が増加し
軽度萎縮した濃染細胞となるが，濃染は Nissl 小体から始る。 Pl・ase 活性は短時間で上昇し，長時間
経ると低下し， G6PD は貧血と共に著明に活性を上げ， SD, Ald, LD は微弱となる口




1 )神経細胞における濃染性出現は Nissl 小体の濃染に始まり，小体間細胞質の濃染に続き， 一方
細胞体の萎縮はこれより遅れて起り濃染性を強調する o 2) 細胞内グリコーゲンがフォスフォリラー
ゼを失うか，フォスフォリラーゼを持たないグリコーゲン乃至 glycoprotein が細胞内に出現すると細
胞は濃染萎縮する。 3 )濃染性の増加とグノレコースー 6-燐酸脱水素酵素の活性上昇は全く平行し，逆
にコハク酸脱水素酵素，アノレドラーゼ，乳酸脱水素酵素の活性は低下する。 4) PAS 陽性濃染神経細












ン， あるいは糖蛋白が細胞内に出現すると，細胞は濃染萎縮する D 更に濃染性の増加とク勺レコーズ-
6-燐酸脱水素酵素の活性上昇は全く平行し，逆にコハク酸脱水素酵素 ， )Jレドラーゼ，乳酸脱水素
酵素の活性は低下する口
か h る事実から考えると，脳幹に存在する PAS 陽性の濃染神経細胞は人工産物ではなく，細胞の
機能状態を反映しているものと思われる。
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